
2023年（令和5年）

1月月号

・大大塩孝信会会長のご挨挨挨拶（1面）
・北北陸教区研研修会を開開開催（2面）
・日日蓮大聖人人の歩まれれたた道（3面）
・新新年のご挨挨拶（4・5面面面）
・よよろこびちゃゃんの質問問問箱（6面）
・岩岩田先生のの心も体もも生生き生き！（7面面）
・よよろこび法法話（8面）
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感
謝
百
万
遍
陀
羅
尼

ス
ピ
リ
チ
ュア
ル

　
　
　・ア
ル
バ
ム

日
蓮
宗
の
戒
壇
、

　
そ
の
現
代
的
意
義

日
蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合
会

会
長

千
葉
県
市
原
市

正
蓮
寺
聖
徒
団

団
長

大
塩
孝
信

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、厳
し
い
冬
を
迎
え
て
居
り
ま
す
が
、

皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
倶
生
神
月
守
を
着
帯
し
お
題
目

を
お
唱
え
し
、
お
元
気
に
毎
日
を
お
過
ご
し
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
伝
主
末
吉
僧
正
と
会
長
で
あ
る
私
と
本
部
役
員
、
常

任
理
事
各
上
人
と
二
十
数
名
で
の
第
五
十
七
回
全
国
聖
徒
団
結

集
身
延
大
会
を
確
り
と
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
内
野
法
主

猊
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
お
健
や
か
に
、
大
変
お
元
気

に
お
目
通
り
賜
り
、
輪
番
委
嘱
式
を
厳
修
頂
き
、
輪
番
法
儀
を

厳
修
し
、
祖
廟
に
お
い
て
皆
さ
ま
よ
り
お
預
か
り
い
た
し
ま
し

た
回
向
・
祈
願
・
千
燈
供
養
等
を
、
お
名
前
と
共
に
読
み
あ
げ

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

文
永
十
一
年
五
月
十
二
日
鎌
倉
を
出
発
な
さ
れ
た
日
蓮
大
聖

人
は
、
酒
匂
（
小
田
原
）・
竹
之
下
（
静
岡
小
山
町
）・
車
返
（
御

殿
場
）・
大
宮
（
富
士
宮
）
南
部
（
山
梨
）
を
経
て
六
日
間
か

け
て
身
延
山
に
到
着
な
さ
れ
、
そ
の
後
一
ヶ
月
間
甲
斐
国
（
山

梨
県
）
一
帯
を
布
教
し
た
の
ち
、
六
月
十
七
日
正
式
に
身
延
山

に
ご
入
山
な
さ
れ
、
ご
入
滅
ま
で
の
九
カ
年
間
こ
の
地
で
お
過

ご
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
は
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
様
が
身
延
山
に
お
入
り
に

な
ら
れ
て
七
五
〇
年
を
迎
え
、
身
延
山
開
闢
七
五
〇
年
正
当
の

年
を
む
か
え
ま
す
。

「
日
本
国
に
衆
多
（
あ
ま
た
）
も
て
あ
つ
こ
う
て
候
（
そ
う

ろ
う
）
身
を
、
九
年
ま
で
御
帰
依
候
い
ぬ
る
御
こ
こ
ろ
ざ
し
申

す
ば
か
り
な
く
候
え
ば
、
い
ず
く
に
て
死
に
候
と
も
、
墓
を
ば

身
延
の
沢
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
」（
波
木
井
殿
御
報
）

日
蓮
大
聖
人
様
が
残
さ
れ
た
御
遺
文
は
四
百
余
篇
あ
ま
り
、

波
木
井
殿
御
書
並
び
に
こ
の
御
遺
文
こ
そ
日
蓮
大
聖
人
様
の
最

期
を
締
め
く
く
る
に
ふ
さ
わ
し
い
御
書
で
し
ょ
う
。

本
年
か
ら
は
、
七
五
〇
年
前
の
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
様
の
思
い

と
共
に
多
く
の
ご
寺
院
の
皆
さ
ま
や
檀
信
徒
の
皆
々
様
と
共

に
、
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
ご
一
緒
に
身
延
山
に
元
気
に
参
拝
で

き
ま
す
よ
う
、
開
催
日
程
等
も
種
々
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。世

界
中
、
争
い
ご
と
が
重
な
っ
て
お
り
ま
す
。
疫
病
も
な
か

な
か
収
束
が
見
え
て
ま
い
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
こ
そ
、
さ
ら
に

九
識
霊
断
法
を
ご
活
用
下
さ
い
。
倶
生
神
月
守
の
着
帯
を
一
人

で
も
多
く
の
方
々
に
お
勧
め
く
だ
さ
い
。
お
題
目
信
仰
に
更
に

常
精
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
日
蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合

会
は
、
全
国
並
び
に
世
界
中
の
聖
徒
皆
様
の
本
年
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

法
主
猊
下
も
常
に
皆
さ
ま
を
ご
心
配
下
さ
り
身
延
山
へ
の
お

越
し
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

身
延
山
で
元
気
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

合
掌

日
蓮
宗
霊
断
院
院
長

富
山
県
富
山
市

利
生
寺
聖
徒
団

団
長

末
吉
觀
道

新
年
の
ご
挨
拶

全
国
聖
徒
の
皆
さ
ん
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
し
き
歳
を
迎
え
る
と
、
自
然
に
新
し
き
こ
と
に
希
望

を
抱
く
気
持
ち
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
そ

ん
な
新
鮮
な
気
持
ち
で
、
晴
れ
が
ま
し
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

過
ぎ
に
し
一
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
蓮
大
聖
人
が
お

示
し
の
末
法
時
代
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
不
幸
な
凶
事
が
国
内
外

世
界
中
に
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
世
情
に
あ
り
な
が

ら
、
皆
さ
ん
が
ご
精
進
さ
れ
た
信
仰
生
活
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

私
た
ち
が
着
帯
し
て
い
る
倶
生
神
月
守
は
、
各
々
の
倶
生
神

を
通
し
て
壽
量
ご
本
佛
の
救
護
を
頂
き
、
明
る
く
豊
か
に
安
心

安
全
な
生
活
を
す
る
為
の
証
の
符
で
す
。
本
年
は
毎
日
の
お
勤

め
の
時
に
次
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
祈
り
多
幸
の
一
年
に
し
ま

し
ょ
う
。

「
一
、
ど
う
か
命
の
終
わ
り
ま
す
ま
で
、
健
康
を
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
、
ご
守
護
を
お
願
い
し
ま
す
。
二
、
ど
う
か

毎
日
の
生
活
で
、経
済
に
行
き
詰
ま
っ
た
り
し
ま
せ
ん
よ
う
に
、

ご
守
護
を
お
願
い
し
ま
す
。
三
、
ど
う
か
こ
の
世
で
果
た
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
は
、
魔
亊
な
く
全
て
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
、
ご
守
護
を
お
願
い
し
ま
す
。」
の
三
項
目
で
す
。

皆
さ
ん
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
道
を
祈
り
、
行
い
、
護
り
、

弘
め
奉
る
信
仰
生
活
を
実
行
し
、
自
分
自
身
が
息
災
で
、
家
庭

が
豊
か
に
、
社
会
が
明
る
く
、
国
家
が
安
泰
に
、
世
界
を
平
和

に
導
く
た
め
、
本
年
も
日
蓮
大
聖
人
の
み
教
え
を
色
心
（
心
と

体
）
共
に
学
び
実
践
し
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

合
掌

お
題
目
の
道
を
共
に
弘
め
た
て
ま
つ
ら
ん
！
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⑵

令
和
四
年
十
一
月
六
日
、
愛
知
県

名
古
屋
市
の
照
瑞
山
本
覚
寺
に
於
い

て
第
二
十
三
世
の
法
燈
継
承
式
が
賑

や
か
に
厳
修
さ
れ
た
。
　

照
瑞
山
本
覚
寺
の
歴
史
は
遡
る
こ

と
五
百
年
以
上
も
前
に
な
る
。
一
五

一
五
年
、
戦
国
時
代
の
滋
賀
県
に
於

い
て
妙
子
庵
と
い
う
名
前
か
ら
始
ま

っ
た
。
そ
の
後
、
山
梨
、
尾
張
を
経

て
一
六
二
四
年
、
清
須
越
し
に
よ
り

大
曽
根
坂
上
に
移
り
、
一
六
四
八
年

に
は
現
在
の
地
に
移
り
本
覚
寺
と
な

っ
た
。

太
平
洋
戦
争
に
よ
り
堂
宇
の
全
て

を
焼
失
す
る
も
、
檀
信
徒
の
熱
い
想

い
と
信
仰
の
中
心
と
し
て
、
戦
後
に

本
堂
が
再
建
さ
れ
、
昭
和
、
平
成
、

令
和
と
現
在
第
二
十
二
世
ま
で
そ
の

法
燈
が
続
い
た
。

そ
の
第
二
十
二
世
、
本
覚
寺
聖
徒

団
団
長
で
あ
る
伊
藤
守
温
上
人
が
、

昭
和
四
十
九
年
四
月
に
本
覚
寺
に
入

寺
さ
れ
た
時
は
、前
住
職
も
お
ら
ず
、

お
堂
が
一
つ
し
か
な
い
空
き
寺
だ
っ

た
。
庫
裡
も
な
く
本
堂
で
寝
起
き
を

す
る
中
で
「
こ
の
本
堂
を
建
て
直
し

た
い
」
と
胸
中
に
誓
っ
た
。

四
年
後
の
昭
和
五
十
三
年
に
は
庫

裡
を
新
築
、
平
成
三
年
に
は
現
在
の

本
堂
を
建
て
、
平
成
二
十
一
年
に
は

庫
裡
を
建
て
替
え
、
景
観
を
一
新
し

た
。
参
拝
さ
れ
る
方
が
本
堂
へ
上
が

り
や
す
い
よ
う
に
と
、
段
差
の
低
い

階
段
に
加
え
、
手
す
り
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
し
た
。

こ
の
場
所
が
こ
れ
か
ら
も
、
時
に

は
賑
や
か
に
、時
に
は
し
め
や
か
に
、

参
拝
さ
れ
る
皆
様
の
心
に
寄
り
添
っ

た
場
所
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願

い
、
こ
の
度
、
住
職
の
証
で
あ
る
払

子
が
子
弟
の
秀
温
上
人
に
託
さ
れ
、

法
灯
が
継
承
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
華

を
持
っ
た
大
勢
の
稚
児
に
よ
っ
て
讃

え
ら
れ
、
多
く
の
檀
信
徒
、
有
縁
の

人
達
で
溢
れ
賑
や
か
に
な
っ
た
。

総
代
か
ら
「
本
堂
を
建
て
直
す
前

か
ら
知
っ
て
い
た
け
ど
、
こ
ん
な
立

派
な
お
堂
に
な
る
と
は
想
像
も
つ
か

な
か
っ
た
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
花
束
が
贈
呈
さ

れ
た
。

守
温
上
人
は
「
住
職
生
活
楽
し
か

っ
た
な
」
と
万
感
の
思
い
で
振
り
返

り
、
新
住
職
の
秀
温
上
人
は
奉
告
文

中
で
「
御
仏
の
導
き
に
よ
り
こ
の
地

に
生
ま
れ
た
。
こ
の
地
で
受
け
た
恩

恵
は
数
知
れ
ず
。
今
後
は
父
母
先
祖

へ
の
恩
、
生
ま
れ
て
育
ま
れ
た
こ
の

町
へ
の
恩
、
歴
代
先
師
檀
信
徒
へ
の

識
観
・
運
命
観
」
の
講
義
を
行
い
、

霊
断
法
で
は
霊
断
院
院
長
の
末
吉
觀

道
師
が
「
基
礎
と
応
用
」
に
つ
い
て

講
義
を
行
っ
た
。北
陸
の
各
地
よ
り
、

教
師
、
寺
庭
婦
人
を
合
わ
せ
十
二
名

が
参
加
し
た
。

二
十
一
日
の
教
学
研
修
で
は
、
日

蓮
大
聖
人
の
説
か
れ
た
一
大
秘
法
と

三
大
秘
法
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

日
常
生
活
へ
教
学
を
活
か
す
た
め
の

質
問
が
多
く
挙
が
り
、
予
定
時
間
い

っ
ぱ
い
ま
で
小
泉
輝
泰
師
は
丁
寧
に

答
え
た
。

二
十
二
日
は
霊
断
法
研
修
が
行
わ

れ
、末
吉
觀
道
師
が
法
具
の
説
明
と
、

霊
断
を
行
う
際
の
作
法
を
改
め
て
解

説
し
た
。
次
に
三
題
の
例
題
を
挙
げ

て
、
霊
断
法
の
解
説
を
行
っ
た
。

久
し
ぶ
り
の
参
集
の
研
修
会
と
な

り
、
笑
顔
が
溢
れ
多
く
の
会
話
が
交

わ
さ
れ
た
時
間
と
な
っ
た
。

日
蓮
宗
教
師
（
僧
侶
）
の
資
格
を

取
る
「
信
行
道
場
」
が
今
年
も
開
催

さ
れ
た
。
道
場
生
を
指
導
す
る
訓
育

部
に
、
第
二
期
訓
育
主
任
は
当
会
の

霊
断
師
、
蔵
本
知
宏
師
（
島
根
県
妙

法
寺
聖
徒
団
団
長
）・
書
記
に
吉
良

貴
徳
師
（
宮
崎
県
本
光
寺
聖
徒
団
団

長
）、
ま
た
第
四
期
の
訓
育
主
任
は

濱
田
壽
教
師
（
広
島
県
常
國
寺
聖
徒

団
団
長
）副
主
任
に
吉
田
憲
由
師（
宮

崎
県
龍
雲
寺
聖
徒
団
団
長
）
書
記
に

岡
本
亮
泰
師
（
島
根
県
成
蓮
寺
聖
徒

団
団
長
）
が
先
生
と
し
て
入
り
三
十

五
日
間
、
昼
夜
に
道
場
生
訓
育
に
励

ん
だ
。

日
蓮
宗
の
教
師
に
な
る
に
は
、
必

ず
こ
の
信
行
道
場
を
修
了
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
お
上
人
（
教

師
）
が
総
本
山
身
延
山
に
あ
る
信
行

道
場
で
行
を
修
め
て
い
る
。

道
場
の
第
二
期
は
五
月
二
十
七
日

よ
り
六
月
三
十
日
ま
で
、
第
四
期
は

九
月
二
十
六
日
よ
り
十
月
三
十
日
ま

で
の
三
十
五
日
間
、
日
課
は
朝
三
時

半
に
起
床
、
四
時
の
水
行
か
ら
始
ま

り
、
御
廟
所
へ
の
行
脚
、
板
の
間
の

上
で
の
読
経
、
写
経
、
宗
学
や
歴
史
、

作
法
を
学
び
、
精
進
料
理
を
食
し
昼

夜
に
精
進
す
る
。
ま
た
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
の
為
、
御
廟
所
（
日
蓮
大
聖

人
墓
所
）
以
外
に
は
一
歩
も
出
る
こ

と
の
な
い
厳
し
い
結
界
修
行
で
あ
っ

た
。日

蓮
大
聖
人
の
魂
が
住
給
う
聖
地

で
、
大
聖
人
の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、

厳
し
い
修
行
に
励
ん
だ
道
場
生
達
は

沙
弥
か
ら
お
上
人
（
教
師
）
に
生
ま

れ
変
わ
り
、
お
題
目
弘
通
、
衆
生
救

済
の
た
め
に
全
国
の
任
地
に
羽
ば
た

く
の
で
あ
る
。

都
道
府
県
名

　
　
聖

徒

団

名

御
　
芳

　
名

埼
玉
県

　
　
　
龍
音
寺
聖
徒
団 

齋
藤

　
龍
健

愛
媛
県

　
　
　
本
妙
寺
聖
徒
団 

村
口

　
泰
慈

宮
崎
県

　
　
　
龍
雲
寺
聖
徒
団 

吉
田

　
憲
由

北
海
道

　
　
　
妙
壽
寺
聖
徒
団 

志
村

　
龍
寛

東
京
都

　
　
　
長
栄
寺
聖
徒
団 

光
枝

　
浩
生

神
奈
川
県

　
　
　
本
典
寺
聖
徒
団 

戸
田

　
教
栄

千
葉
県

正
蓮
寺
聖
徒
団 

大
塩

　
孝
信

千
葉
県

妙
照
寺
聖
徒
団 

瀬
川

　
観
常

岐
阜
県

常
唱
寺
聖
徒
団 

阪
口

　
慈
幸

愛
知
県

本
成
寺
聖
徒
団 

天
野

　
行
淳

愛
知
県

妙
泉
寺
聖
徒
団 

石
黒
　
泰
良

愛
知
県

本
覚
寺
聖
徒
団 

伊
藤
　
守
温

滋
賀
県

常
昌
寺
聖
徒
団 

早
瀬
　
光
玄

広
島
県

常
國
寺
聖
徒
団 

濱
田
　
壽
教

島
根
県

妙
法
寺
聖
徒
団 

蔵
本
　
知
宏

長
崎
県

大
光
寺
聖
徒
団 

大
野
　
光
法

宮
崎
県

本
東
寺
聖
徒
団 

吉
田
　
海
心

福
島
県

経
王
寺
聖
徒
団 

中
田
　
憲
孝

青
森
県

聞
法
寺
聖
徒
団 

工
藤
　
堯
慎

北
海
道

照
恵
寺
聖
徒
団 

品
田
　
祥
皓

百
五
十
部
以
上
ご
購
読

富
山
県

利
生
寺
聖
徒
団 

末
吉
　
觀
道

千
葉
県

顕
本
寺
聖
徒
団 

小
泉
　
輝
泰

岩
手
県

法
華
寺
聖
徒
団 

阿
部
　
是
秀

二
百
部
以
上
ご
購
読

北
海
道

昌
福
寺
聖
徒
団 

野
中
　
隆
謙

東
京
都

感
通
寺
聖
徒
団 

新
間
　
正
興

三
百
部
以
上
ご
購
読

東
京
都

日
朝
寺
聖
徒
団 

尾
崎
　
妙
翠

栃
木
県

妙
福
寺
聖
徒
団 

野
澤

　
壯
監

 

（
令
和
四
年
十
二
月
ま
で
）

教誌「よろこび」百部以上ご購読ありがとうございます。

伊藤守温上人（左）・伊藤秀温上人（右）

講義に集中する参加者

御宝前で喜びを分かち合う

身延山久遠寺大本堂にて

小泉講師の講義 御廟所に向かう道場生

恩
、
そ
し
て
仏
祖
三
宝
諸
天
善
神
へ

の
恩
、
こ
の
報
恩
感
謝
の
た
め
に
当

山
を
頼
っ
て
く
だ
さ
る
方
へ
の
幸
せ

を
願
い
、
苦
し
み
を
取
り
除
き
、
そ

し
て
幸
せ
を
祈
る
お
寺
で
あ
り
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。
前
住

職
の
願
い
の
通
り
、
賑
や
か
な
本
覚

寺
第
二
十
三
世
の
法
燈
の
幕
開
け
と

な
っ
た
。

 

（
愛
知
県
　
山
川
潮
悦
通
信
員
）

よ
ろ
こ
び
溢
れ
る
法
燈
継
承
式

 

愛
知
県
名
古
屋
市

　
本
覚
寺
聖
徒
団

八
十
五
年
続
く

 

身
延
山
信
行
道
場
に
て
昼
夜
常
精
進

令
和
四
年
十
一
月
二
十
一
日
〜
二

十
二
日
、
富
山
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
ホ
テ

ル
に
於
い
て
、
教
区
研
修
会
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
中
止

が
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
度
二
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
。
教
学
で
は
講
師

に
教
務
部
長
の
小
泉
輝
泰
師
が
「
整

北
陸
教
区
研
修
会
を
開
催



⑶

相
談
例
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

（
相
談
者
）
二
十
歳

女
性

会
社
員

一
カ
月
前
よ
り
普
通
自
動
車
の
免
許
証
取
得
の
た
め
に
固
定

教
官
指
導
型
の
教
習
所
へ
通
っ
て
い
る
が
、
仮
免
許
の
学
科
試

験
は
合
格
し
た
が
、
実
技
試
験
が
な
か
な
か
受
か
ら
な
い
。
大

学
の
授
業
も
あ
り
教
習
に
い
け
る
時
間
も
限
ら
れ
、
試
験
の
た

び
に
費
用
が
嵩
む
。
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
て
、
無
事
に
免
許
証

が
取
得
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

【
御
宝
前
に
て
霊
断
】

〔
霊
断
師
に
よ
る
指
導
〕

こ
の
ま
ま
む
や
み
に
時
間
と
お
金
を
費
や
し
て
も
、
取
得
は

難
し
い
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
性
格
と
教
官
の
指
導
が
上
手
く
合
っ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
別
の
教
官
に
変
え
て
み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

ま
だ
倶
生
神
月
守
を
着
帯
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
着
帯
を

お
勧
め
し
ま
す
。

﹇
結
果
﹈

霊
断
法
の
指
示
に
よ
り
本
人
に
合
っ
た
適
切
な
教
官
に
変
更

し
た
。
教
官
変
更
後
は
一
回
で
試
験
に
合
格
。
本
人
も
自
信
を

持
て
る
よ
う
に
な
り
、
本
試
験
も
無
事
合
格
し
て
免
許
証
を
取

得
し
た
。

家
運
業
運
金
融
縁
談
交
渉
取
引
選
挙

訴
訟
失
物
病
気
就
職
受
験
人
物
移
転

旅
行
企
画
な
ど

相
談
内
容

悩
み
を
抱
え
た
と
き
、
進
路
に
迷
っ
た

と
き
に
は
、
九
識
霊
断
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
お
教
え
か
ら
生

ま
れ
た
運
命
鑑
定
で
す
。

幸
せ
な
人
生
の
た
め
に
、
よ
り
よ
き
人

生
の
た
め
に
。

こ
れ
ま
で
は
主
人
に
掴
み
か
か
ら

ん
勢
い
で
迫
っ
て
い
た
客
で
し
た

が
、
主
人
が
蕩
々
と
説
い
て
聞
か
せ

る
そ
の
道
理
に
い
よ
い
よ
領
解
を
し

た
の
で
し
ょ
う
か
、
お
も
む
ろ
に
一

歩
座
を
退
く
と
襟
を
正
し
な
が
ら
こ

う
告
げ
ま
し
た
。

「
佛
法
の
教
え
は
大
変
多
岐
に
わ

た
り
、
佛
の
説
か
ん
と
す
る
真
意
を

容
易
く
知
る
こ
と
な
ど
出
来
ま
せ

ん
。
先
ほ
ど
申
し
た
通
り
経
々
に
よ

っ
て
矛
盾
す
る
よ
う
な
教
え
に
は
、

疑
い
す
ら
感
じ
る
こ
と
も
は
な
は
だ

多
く
、
そ
れ
が
果
た
し
て
道
理
に
か

な
っ
て
い
る
か
否
か
も
、
私
な
ど
凡

人
に
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
」

こ
れ
は
客
の
機
根
だ
け
の
話
し
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
も
末
法
と
も
な

れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
佛
の
教
え

を
直
接
理
解
す
る
だ
け
の
智
慧
な

ど
、
と
う
て
い
持
ち
合
わ
せ
て
は
い

な
い
の
で
す
。
そ
れ
故
に
人
々
は
そ

の
難
解
な
佛
法
を
平
易
に
教
え
て
く

れ
る
導
き
手
を
求
め
ま
す
。

重
要
な
の
は
そ
の
導
き
手
の
資
質

と
な
り
ま
す
。
も
し
誤
っ
た
解
釈
を

そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、

人
は
そ
の
是
非
を
判
断
す
る
こ
と
な

く
、
唯
々
正
し
い
教
え
と
し
て
信
じ

て
し
ま
い
ま
す
。
客
は
よ
う
や
く
そ

の
事
実
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。

「
し
か
し
法
然
上
人
の
選
択
集
は
、

今
現
在
我
ら
の
眼
前
に
あ
る
問
題
で

す
。
そ
の
中
で
は
一
切
の
佛
も
、
佛

の
説
く
種
々
の
経
も
、
あ
ら
ゆ
る
菩

薩
や
神
々
も
、『
捨
て
よ
、
閉
じ
よ
、

閣
け
、
抛
て
』
と
の
悪
言
を
も

っ
て
す
べ
て
排
斥
し
て
い
る
こ

と
を
、
は
っ
き
り
と
目
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
誤
っ

た
教
え
を
皆
が
信
じ
て
し
ま
っ

た
が
故
に
、
正
し
い
法
を
弘
め

る
は
ず
の
聖
人
は
こ
の
国
を
去

り
、
国
を
護
る
べ
き
諸
天
善
神

に
も
捨
て
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
」

そ
し
て
そ
れ
は
、
否
定
で
き

な
い
現
実
へ
の
結
果
と
し
て
表

れ
る
の
で
す
。

「
そ
の
報
い
は
明
ら
か
で
す
。

今
こ
う
し
て
天
下
に
は
飢
饉
が

蔓
延
し
、
す
べ
て
の
民
が
疫
病

に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
す

か
」客

の
告
白
と
は

ま
さ
に
、
主
人
が

彼
の
領
解
を
得
よ

う
と
し
て
あ
ら
ゆ

る
道
理
を
尽
く

し
、
辛
抱
強
く
一

つ
ま
た
一
つ
と
疑

義
に
応
じ
て
き
た

言
葉
そ
の
も
の
で

し
た
。

そ
し
て
客
は
こ

う
加
え
ま
し
た
。

「
今
ま
で
の
私

の
理
解
は
な
ん
と

浅
は
か
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
貴

殿
が
あ
ら
ゆ
る
経
文
を
引
い
て
私
の

疑
い
に
対
し
て
の
道
理
を
示
さ
れ
、

深
く
世
の
真
実
を
諭
し
て
下
さ
っ
た

お
か
げ
で
よ
う
や
く
私
の
迷
い
は
晴

れ
、
今
こ
う
し
て
目
を
醒
ま
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
」

終
始
一
貫
し
て
一
切
崩
れ
る
こ
と

の
な
い
主
人
の
道
理
の
前
に
、
強
盛

で
あ
っ
た
客
の
心
も
つ
い
に
動
か
さ

れ
、
今
よ
う
や
く
真
の
教
え
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
が
出
来
た
瞬
間
で
し

た
。

身
延
大
会
の
思
い
出

倶
生
神
月
守
を
着
帯
す
る
聖
徒
が
、

全
国
か
ら
集
ま
る
日
。

あ
の
人
も
こ
の
人
も
、
同
じ
お
守
り
を

身
に
つ
け
て
い
る
。

私
も
が
ん
ば
ろ
う
。
私
も
護
ら
れ
て
い
る
。

今
年
こ
そ
は
身
延
山
へ
。



⑷

戸



⑸

一
六

新
年
も

家
族
み
ん
な
で

お
題
目

教
誌

愛
読



⑹

よろこびちゃんに
質問がある方は
九段事務所まで
ご連絡ください。

丈六堂（十五丁）
　徳川家康公の側室、お萬の方が寄進した一丈六尺の釈尊像を安置しています。釈尊像と堂宇は身延町指定文化財です。京都の

中正院日護上人による彫刻です。

　堂内にお萬の方寄進と伝えられる千体仏が

あります。本堂域から28世日奠上人代に現在

地に移転しました。4月8日は花祭が行われま

す。

　元は、観（完）道坊という丈六堂を守る坊

舎がありました。

身延山でお会いしましょう

神
奈
川
県
小
田
原
市
浄
永
寺
聖
徒
団
（
戸
田

教
燿
副
団
長
）
の
七
面
堂
に
は
、開
山
以
来
「
小

田
原
の
七
面
さ
ま
」
と
し
て
地
元
の
人
々
の
信

仰
を
支
え
て
き
た
七
面
大
明
神
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。

弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
開
基
檀
越
、
風
祭

大
野
光
秀
が
日
蓮
聖
人
に
帰
依
し
、
地
所
に
法

華
堂
・
七
面
堂
を
建
立
。
歴
代
の
先
師
と
多
く

の
信
者
の
支
え
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
約
七
四
〇

年
の
歴
史
を
継
承
し
て
い
る
。
歴
史
の
中
に
は

小
田
原
城
主
二
代

北
条
氏
康
が
、
戦
へ

の
出
陣
前
に
七
面

さ
ま
に
戦
勝
を
祈

願
。
七
面
明
神
の
威

力
に
よ
っ
て
全
勝

し
た
と
い
う
文
献

が
残
る
。

ま
た
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）、
三
十
世
享

元
院
日
貴
上
人
の
代
に
、
江
戸
深
川
浄
心
寺
へ

浄
永
寺
祖
師
像
と
共
に
二
カ
月
の
出
開
帳
へ
赴

い
た
歴
史
が
あ
る
。

七
面
堂
は
大
正
十
二
年
に
大
震
災
で
大
破
し

た
が
、
昭
和
四
十
六
年
に
先
代
住
職
に
よ
っ
て

再
興
。
長
年
の
劣
化
に
よ
っ
て
傷
み
の
多
か
っ

た
七
面
さ
ま
は
、
平
成
二
十
一
年
現
住
職
中
橋

教
樹
上
人
が
七
面
堂
に
同
じ
く
安
置
さ
れ
て
い

る
妙
見
菩
薩
像
、
大
毘
沙
門
天
王
像
と
共
に
修

復
し
た
。

毎
月
十
九

日
の
七
面
さ

ま
ご
縁
日
に

は
祈
願
会
が

行
わ
れ
て
い

る
。

こ
ち
ら
は
、
僧
侶
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
日
蓮
聖
人
の
お
言
葉
で
す
。
た
だ
、
今

日
的
に
は
僧
侶
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
人

に
と
っ
て
重
要
な
教
え
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
少
欲
知
足
と
い

う
教
え
に
は
、
心
を
豊
か
に
し
幸
福
感
を

高
め
て
い
く
た
め
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
含

ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

人
に
は
誰
し
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
つ
い
や
っ
て
し
ま
う
「
癖
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
心
も
同
じ
で
、
心
に
も
癖
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、

「
足
り
な
い
も
の
に
目
を
向
け
る
と
、
今

あ
る
も
の
が
見
え
な
く
な
っ
て
き
て
し
ま

う
」
と
い
う
心
の
癖
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
「
不
足
思
考
」
と
呼
ば
れ
る
心
の
癖
で

す
。
足
り
な
い
も
の
ば
か
り
を
数
え
て
い

る
と
、「
あ
の
時
あ
あ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
の
に
」
と
い
う
後
悔
や
、「
あ
の
人
は

持
っ
て
い
て
い
い
な
ぁ
」
と
い
う
嫉
妬
、

「
こ
の
先
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う

不
安
な
ど
、負
の
感
情
が
掻
き
立
て
ら
れ
、

さ
ら
に
は
視
野
が
狭
ま
り
、
今
あ
る
も
の

す
ら
目
に
入
ら
な
く
な
っ
て
い
き
、
不
平

不
満
が
大
き
く
な
り
、
ど
ん
ど
ん
と
心
が

貧
し
く
な
っ
て
い
き
、
幸
せ
が
遠
の
い
て

し
ま
い
ま
す
。

一
方
で
、
心
に
は
不
足
思
考
と
は
反
対

の
癖
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
す
で
に

あ
る
も
の
に
目
を
向
け
る
と
、
心
が
ど
ん

ど
ん
満
ち
足
り
て
く
る
」
と
い
う
心
の
癖

で
す
。
こ
ち
ら
は
「
充
足
思
考
」
と
呼
ば

れ
る
心
の
癖
で
す
。
今
あ
る
も
の
を
数

え
て
い
る
と
、
そ
の
も
の
が
存
在
す
る
こ

と
の
有
り
難
さ
が
感
じ
ら
れ
、「
自
分
は

恵
ま
れ
て
い
る
」と
い
う
充
足
感
が
湧
き
、

さ
ら
に
は
視
野
が
広
が
り
、感
謝
の
思
い
・

安
心
感
も
大
き
く
な
り
、
ど
ん
ど
ん
と
心

が
豊
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
充
足

思
考
の
心
も
ち
で
日
々
を
生
き
る
こ
と
が

「
少
欲
知
足
」
で
す
。

少
欲
知
足
の
教
え
は
、
不
足
思
考
の
心

の
癖
を
抑
え
、
充
足
思
考
の
心
で
日
々
を

生
き
る
こ
と
が
幸
福
へ
の
道
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
少
欲
知
足
は
法
華

経
に
も
説
か
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
大
事
な

こ
と
と
し
て
説
か
れ
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
い
ざ
実
践
し
よ
う
と
し

て
も
、
不
足
思
考
の
引
力
が
強
く
、
実
践

す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
も
事
実

で
す
。
し
か
し
、
私
達
に
は
お
題
目
が
あ

り
ま
す
。
お
題
目
を
唱
え
る
こ
と
で
、
一

度
立
ち
止
ま
っ
て
、
外
部
の
情
報
を
遮
断

し
、
唱
え
る
こ
と
だ
け
に
集
中
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
唱
え
な
が
ら
今

あ
る
も
の
に
心
を
向
け
、
そ
の
一
つ
一
つ

を
数
え
上
げ
、
心
を
充
足
思
考
側
に
寄
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
、
具
体
的

で
効
果
的
な
、
今
日
に
お
け
る
少
欲
知
足

の
実
践
で
あ
る
と
筆
者
は
捉
え
て
お
り
ま

す
。な

お
、
少
欲
知
足
は
欲
を
全
否
定
す
る

教
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
う
で
は
な
く
、

な
い
も
の
や
不
足
し
て
い
る
も
の
ば
か
り

に
目
を
向
け
る
こ
と
の
弊
害
・
危
険
性
を

説
き
、
今
あ
る
も
の
や
得
ら
れ
た
も
の
に

目
を
向
け
る
こ
と
の
恩
恵
・
有
益
性
を
示

し
て
お
り
ま
す
。
心
が
不
足
思
考
に
傾
き

か
け
た
時
こ
そ
、
お
題
目
を
お
唱
え
し
、

今
あ
る
も
の
へ
と
目
を
向
け
、
充
足
思
考

の
心
も
ち
・
少
欲
知
足
の
大
事
さ
を
思
い

出
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「
但
正
直
に
し
て
少
欲
知
足
た
ら
ん
僧
こ
そ
、
真
実
の
僧

な
る
べ
け
れ
」

（
昭
和
定
本
一
二
五
四
）

『
曽
谷
殿
御
返
事
』
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
聖
寿
五
十
五
歳

訳
：
正
直
で
欲
望
が
少
な
く
、
得
ら
れ
た
も
の
で
満
足
し
て
い
る
僧
こ
そ
本
当
の
僧
で
あ
る
。

み
お
し
え

七面大明神

七面堂

お
ら
が
寺
の
守
護
神（
第
九
回
）

小
田
原
の
七
面
さ
ま
（
七
面
大
明
神
）

神
奈
川
県

浄
永
寺
聖
徒
団
（
戸
田
教
耀
副
団
長
）

丈
六
堂
の
中
に
は
丈
六
釈
尊
像
が
祀
ら
れ
て
い
る



⑺

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１

動
物
を
間
近
で
見
ら
れ
る

　
　

…
…
パ
ー
ク

２

寒
い
か
ら
…
…
を
閉
め
て

３

小
さ
い
物
が
よ
く
見
え
る

４

ヒ
ツ
ジ
と
ト
リ
の
間

５

取
っ
手
が
付
い
た
食
器

６

知
ら
せ
る
こ
と
。
合
格

　
　

…
…
が
待
ち
遠
し
い

８

ご
み
は
…
…
し
て
出
そ
う

11

誕
生
日
ご
と
に
プ
ラ
ス

13

自
分
で
自
分
を
褒
め
ま
す

15

役
所
や
会
社
な
ど
で
働
い

　
　

て
い
ま
す

17

企
画
案
は
不
採
用
で
し
た

19

特
定
の
作
曲
家
の
作
品
を

　
　

連
続
演
奏
す
る
音
楽
会

20

10
年
ひ
と
…
…

22

…
…
宴
、
…
…
気

24

カ
イ
コ
が
こ
も
り
ま
す

25

青
は
…
…
よ
り
青
い
!?

■ヨコのカギ
１　自転車の腰かけ
４　年の暮れです
７　「昆虫記」といえば
９　……像、……発
10　……は剣より強し
11　……平野の中心地は帯
　　広市です
12　国連安全保障……会
14　ほかの部屋です
16　フランス発祥の軽快な
　　舞曲とは？
18　仏語で「小さい」
20　えん罪は……の人の人
　　権と人生を奪います
21　ごはんのこと
23　朝雨に……いらずとか
24　……に従って操作する
26　新しい年の始まり
27　安楽……、社長の……

〈
材
料
２
人
分
〉

タ
イ
の
切
り
身
２
切
れ
（
約

２
０
０
ｇ
）
、
ア
サ
リ
（
砂
抜
き

済
み
）
１
０
０
ｇ
、
ニ
ン
ニ
ク
１

片
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
６
個
、
黒
オ

リ
ー
ブ
（
種
抜
き
）
８
個
、
塩

少
々
、
白
ワ
イ
ン
大
さ
じ
１
、
オ

リ
ー
ブ
油
大
さ
じ
１
。

〈
作
り
方
〉

①
タ
イ
は
全
体
に
塩
を
ふ
っ
て

10
分
ほ
ど
お
き
、
水
気
を
キ
ッ
チ

ン
ペ
ー
パ
ー
で
押
さ
え
る
。
ア
サ

リ
は
殻
同
士
を
こ
す
る
よ
う
に
し

て
よ
く
洗
い
水
気
を
切
る
。
ニ
ン

ニ
ク
は
半
分
に
切
っ
て
、
包
丁
の

腹
で
押
し
つ
ぶ
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト

は
ヘ
タ
を
除
き
、
半
分
に
切
る
。

②
大
き
め
の
耐
熱
皿
に
①
と
オ

リ
ー
ブ
の
実
を
重
な
ら
な
い
よ
う

に
入
れ
、
白
ワ
イ
ン
と
オ
リ
ー
ブ

油
を
ま
わ
し
か
け
る
。

③
ふ
ん
わ
り
と
ラ
ッ
プ
を
か
け

て
、
電
子
レ
ン
ジ
（
６
０
０
Ｗ
）

で
４
分
〜
４
分
半
加
熱
す
る
。

④
ア
サ
リ
の
殻
が
開
き
、
タ
イ

の
切
り
身
に
火
が
通
っ
た
ら
完

成
。

【
ポ
イ
ン
ト
＆
ア
レ
ン
ジ
】

汁
気
が
あ
る
の
で
、
少
し
深
さ

の
あ
る
耐
熱
皿
を
使
い
ま
す
。
材

料
が
重
な
る
と
加
熱
に
ム
ラ
が
で

る
の
で
並
べ
る
際
は
注
意
を
。

リ
ー
ブ
油

〈
作
り
方

①
タ
イ

10
分
ほ
ど

ン
ペ
ー
パ

リ
は
殻
同

て
よ
く
洗

ニ
ク
は
半

腹
で
押
し

家庭料理研究家　池上 正子

カップルで
一 緒 に 食 べ よ

電子レンジでアクアパッツァ

家庭料理研究家　池上   正子

一

アクア電子レンジでアア

家庭

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

岩田先生
の

心も体も

生き生き
！

宮崎県  龍雲寺聖徒　薬師整骨院  岩田行敏院長

干支のこぼれ話…「向かい干支」に注目！

　「向かい干支」というのをご存知ですか？
向かい干支とは・・・
　十二支を円に並べたときに、自分の干支の向

かい側にくる干支を差します。
　自分の干支から六つ目（自分の干支を入れると七番目）にあたり、
今年の干支で言うならば、卯の向かい干支は酉になりますね。

　十二支にはそれぞれ性質があると言われていますが、向かい干支
は、自分の干支とは正反対の性質を持っているため、自分にはない
パワーを与えてくれる「守り干支」と呼ばれています。
　江戸時代より、向かい干支を大切にすると幸福が訪れるとされ縁
起の良いラッキーアイテムとされてきました。
　昔は子供の着物の背中に向かい干支をあしらう風習があり、
七五三の着物に母親が刺繍を入れていました・・・子供を思う親心の
表れと言えますね！

　また、人間同士の相性も同様で向かい干支の人は、正反対の気質
をもっているから相性がよく深い縁（えにし）で結ばれると言いま
す。
　正反対だから相性が悪いととる説
もありますが、互いに足りないもの
を補い支え合うという発想をするほ
うが、何事にも福を呼ぶような気が
しませんか？
　実は、向かい干支カップルも案外
多いのです！

　ちょいと粋な話として覚えておいても損はないはず！
　十二支グッズを見かけたら、自分の向かい干支を探してみるのも
一興です。

ス
マ
ホ
か
パ
ソ
コ
ン
で

検
索
し
て
み
て
ね

★
抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な

景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
氏
名

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
答
え
の
送
付
先
】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３

25

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所

宛

先
月
号
の
答
え
は

　
　
　「
ヒ
ナ
タ
ボ
ツ
コ
」

十
一
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

①
石
川
県
金
沢
市

東
野

友
子
様

②
富
山
県
富
山
市

櫻
榮

喜
子
様

③
千
葉
県
館
山
市

鈴
木

正
一
様

※
景
品
は
「
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
」
で
す
。
皆
さ

ん
ど
し
ど
し
ご
参
加
下
さ
い
。

景
品
が
当
た
り
ま
し
た
。

大
阪
府
茨
木
市

久
遠
結
社
聖
徒
団

望
月
惠
眞
団
長

令
和
三
年
度
に
霊
断
師
と
な

り
ま
し
た
望
月
惠
眞
で
す
。

出
身
は
山
梨
県
。
七
面
山
の

麓
で
育
ち
、
東
京
で
の
修
行
時

代
を
経
て
、
大
阪
へ
出
て
き
て

早
や
二
十
年
。
結
婚
し
、
四
歳

の
愛
娘
と
三
人
家
族
で
す
。

趣
味
は
観
葉
植
物
を
育
て
た

り
、
合
気
道
や
た
ま
に
サ
イ
ク

リ
ン
グ
等
々
多
趣
味
で
す
。
新

た
な
出
会
い
、
お
題
目
・
霊
断

法
を
通
じ
て
一
人
で
も
多
く
の

方
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

「
気
兼
ね
な
く
・
親
し
み
や
す

く
・
わ
か
り
や
す
い
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
地
域
の
方
々
の
為
に
役

立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ



⑻

日蓮宗霊断師会連合会　会長
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〒100-0402
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三 松 山 長 栄 寺

僅
か
三
十

九
歳
と
い
う

短
い
生
涯
で

し
た
が
、『
雨

ニ
モ
負
ケ

ズ
』
や
『
銀

河
鉄
道
の

夜
』
な
ど
の

作
品
の
中
に

法
華
経
の
教

え
を
反
映
さ

せ
、
亡
く
な
る
最
後
ま
で
自
分
ら
し
い
法

華
経
の
信
仰
を
貫
き
ま
し
た
。

「
雨
に
も
負
け
ず
風
に
も
負
け
ず
雪
に

も
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ぬ
丈
夫
な
体
を
も

ち
慾
は
無
く
決
し
て
怒
ら
ず
い
つ
も
静
か

に
笑
っ
て
い
る
（
中
略
）
褒
め
ら
れ
も
せ

ず
苦
に
も
さ
れ
ず
そ
う
い
う
も
の
に
私
は

な
り
た
い
。」

賢
治
の
没
後
、
約
九
十
年
経
っ
た
今
で

も
私
た
ち
の
心
に
響
く『
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
』

の
詩
に
込
め
ら
れ
た
「
自
分
ら
し
い
生
き

方
」
は
、
同
じ
法
華
経
・
お
題
目
を
信
仰

す
る
私
た
ち
の
心
の
支
え
に
な
る
よ
う
に

と
い
う
賢
治
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。未

だ
に
続
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て

人
と
人
の
交
流
は
激
変
し
、
人
と
の
会
話

す
ら
ま
ま
な
ら
い
時
代
で
す
。「
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
」
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
私
た
ち
が
日
々
お
唱
え

す
る
お
題
目
と
倶
生
神
月
守
の
着
帯
は
、

自
分
が
生
ま
れ
た
意
味
に
気
づ
か
さ
れ
、

「
自
分
ら
し
い
」
と
は
何
か
、
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

お
題
目
を
お
唱
え
し
倶
生
神
月
守
と
共

に
歩
む
毎
日
の
中
で
、
自
分
ら
し
い
人
生

を
進
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

よろこび法話
『自分らしく』

法華経・お題目と共に生きる

最
近
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ

ー
ズ
）
と
い
う
言
葉
を
多
く
聞
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
持
続
可
能

な
開
発
目
標
、
簡
単
に
言
え
ば
「
す
べ
て

の
国
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
一
人
と
し
て

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
目
指
す
」
と
い
う
世
界
共
通
の
目

標
の
こ
と
で
す
。

昨
年
あ
た
り
か
ら
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
な

ど
を
主
に
突
如
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
言

葉
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
こ
の
目
標
が

国
連
で
正
式
に
掲
げ
ら
れ
た
の
は
二
〇
一

五
年
、
日
本
で
は
す
で
に
二
〇
一
六
年
か

ら
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
十
七
に
も

分
類
さ
れ
る
目
標
で
す
が
、
そ
の
中
の
一

つ
に
「
性
別
や
年
齢
に
関
係
な
く
、
全
て

の
人
々
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
す
る
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

―
自
分
ら
し
い
生
き
方
―

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
が
、

当
た
り
前
の
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
す
で
に
二
五
〇
〇
年
前
に
「
自
分
ら

し
く
生
き
る
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と

説
か
れ
た
教
え
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
私
た
ち
が
日
々
お
唱
え
す
る

『
妙
法
蓮
華
経
』
の
教
え
で
す
。
約
七
万

文
字
あ
る
法
華
経
の
中
に
は
、
す
べ
て
の

国
、
す
べ
て
の
地
域
の
人
々
が
、
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
尊
重
さ
れ
、
生

き
と
し
生
け
る
も
の
が
自
分
ら
し
く
、
幸

せ
に
生
き
る
た
め
の
教
え
が
多
く
説
か
れ

て
い
ま
す
。

『
薬
草
喩
品
第
五
』
と
い
う
お
経
で
は

「
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
草
・
木
・
花
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
根
・
茎
・
枝
・
葉
・
花
、

異
な
っ
た
色
や
形
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
性
質
や
個
性
を
活
か
し
て
生
き
て

い
る
。
た
と
え
そ
れ
が
水
の
な
い
砂
漠
、

水
の
豊
か
な
川
辺
と
い
っ
た
異
な
っ
た
環

境
で
も
、
天
か
ら
平
等
に
降
り
注
ぐ
雨
の

恵
み
に
よ
っ
て
誰
も
が
個
性
を
活
か
し
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
る
」
と
説
か
れ
て
い

ま
す
。

こ
こ
で
の
教
え
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も

同
じ
こ
と
で
、「
国
や
地
域
、
性
別
年
齢
、

住
む
環
境
の
差
別
な
く
、
全
て
の
人
々
に

平
等
に
注
が
れ
る
お
釈
迦
様
の
教
え
の
基

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
活
か
し
た
生
き

方
を
し
な
さ
い
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
田
教
耀

本
誌
イ
ラ
ス
ト

小
川
け
ん
い
ち

こ
こ
で
説
か
れ
る
教
え
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

が
目
指
し
て
い
る
目
標
で
あ
り
、
す
で
に

二
五
〇
〇
年
前
に
法
華
経
で
説
か
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
桜
梅
桃
李
の
人
生
―

日
蓮
大
聖
人
も
『
御
義
口
伝
』
の
中
で
、

『
桜
梅
桃
李
の
己
己
の
当
体
を
改
め
ず
し

て
無
作
三
身
と
開
見
す
れ
ば
是
れ
即
ち
量

の
義
な
り
、
今
日
蓮
等
の
類
い
南
無
妙
法

蓮
華
経
と
唱
え
奉
る
者
は
無
作
三
身
の
本

主
な
り
』

（
御
義
口
伝

巻
下
）

桜
も
梅
も
桃
も
李
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
性

質
で
美
し
い
花
を
咲
か
す
。
人
々
も
他
人

に
は
な
い
自
分
だ
け
の
特
長
や
役
割
を
発

揮
し
活
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
自
分

ら
し
さ
で
す
。
あ
な
た
が
生
ま
れ
持
っ
た

素
質
（
無
作
三
身
）、
自
分
の
個
性
を
正

し
く
理
解
し
、
最
大
に
発
揮
し
て
い
く
こ

と
が
自
分
ら
し
さ
で
す
。
そ
の
自
分
ら
し

さ
を
見
つ
け
る
方
法
は
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
」
と
唱
え
る
こ
と
で
す
と
、
私
た
ち
に

お
示
し
く
だ
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

詩
人
で
童
話
作
家
の
宮
沢
賢
治
は
、
法

華
経
の
教
え
に
深
く
感
銘
を
受
け
、
苦
し

み
の
中
に
生
き
る
私
た
ち
に
法
華
経
・
お

題
目
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
、
お
釈

迦
様
の
御
心
に
触
れ
自
分
ら
し
い
生
き
方

を
し
た
い
と
、
生
涯
を
法
華
経
信
仰
に
捧

げ
ま
し
た
。

愛
知
県
小
川
秀
雄
さ
ん
（
右
）、

宮
崎
県
大
橋
厚
子
さ
ん
（
左
）
の
絵
手
紙
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

千
葉
県

所
願
寺
聖
徒
団

（
岩
田
智
恭
副
団
長
）

新
井
一い

ち
は葉

君

五
ヶ
月

マ
マ
は
副
団
長
の
智
恭
上
人
と
昔
か
ら
の

お
友
達
。

お
婆
ち
ゃ
ん
も
、
近
し
い
人
の
供
養
に
、

所
願
寺
に
お
詣
り
し
て
頂
い
て
ま
す
。

安
産
祈
願
、
命
名
、
初
宮
詣
り
と
、
た
く

さ
ん
所
願
寺
で
行
い
ま
し
た
。

ご
祈
祷
中
も
ニ
コ
ニ
コ
の
一
葉
君
！
お
寺

大
好
き
の
よ
う
で
す
！

「ほっと絵手紙」を募集いたします。下記の宛先まで！
〒 101-0051
東京都千代田区神田神保町３-25-11　喜助九段ビル 702
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